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歳　出
135億2,600万円

３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
35
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
制
定
及
び
改
正
な
ど
29
件
が
提
出
さ
れ
、 

審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
議
案
が
２
件
、
意
見
書
案
と
決
議
案
が
各
１
件
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
３
件
に
つ
い
て
は
、 

反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

３月
定例議会

一般会計予算の内訳

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

405,663円
（+16,401円）

その他その他
３億 6,286 万円３億 6,286 万円

（（−−0.9％）0.9％）

議会費議会費
１億 828 万円（+0.9％）１億 828 万円（+0.9％）

商工費商工費
5,468万円（5,468万円（−−7.3％）7.3％）

その他その他
2,043万円（+1.5％）2,043万円（+1.5％）

農林水産業費農林水産業費
２億9,441万円（−5.3％）２億9,441万円（−5.3％）

町税町税
42億4,522万円42億4,522万円

（+7.6％）（+7.6％）

民生費民生費
52億6209万円52億6209万円

（+9.3％）（+9.3％）

地方交付税地方交付税
26億4,000万円26億4,000万円

（+2.0％）（+2.0％）

町債町債
11億4,360万円11億4,360万円
（（−−32.4％）32.4％）

国県支出金国県支出金
31億7,437万円31億7,437万円
（+31.5％）（+31.5％）

消防費消防費
5億7,885万円（5億7,885万円（+2.7+2.7％）％）

公債費公債費
８億7,148万円８億7,148万円

（+5.2％）（+5.2％）

教育費教育費
17億3,431万円17億3,431万円
（+22.7％）（+22.7％）

土木費土木費
14億3,717万円14億3,717万円
（+13.1％）（+13.1％）

衛生費衛生費
15億50万円15億50万円

（+14.4％）（+14.4％）

総務費総務費
16億6,381万円16億6,381万円
（−27.0％）（−27.0％）

分担金・使用料分担金・使用料
1億3,907万円1億3,907万円
（+2.8％）（+2.8％）

譲与税・交付金譲与税・交付金
10億4,380万円10億4,380万円

（（−−3.7％）3.7％）

繰入金繰入金
7億7,708万円7億7,708万円

（（++3.3％）3.3％）

歳　入
135億2,600万円

その他
613円

消　防　費
17,360円 公　債　費

26,137円

衛　生　費
45,002円

土　木　費
43,103円

教　育　費
52,014円

総　務　費
49,900円

民　生　費
157,817円

商　工　費
1,640円

議　会　費
3,247円

農林水産業費
8,830円

人口 33,343 人（令和 7 年 3 月 31 日現在）
※数字は万円未満を四捨五入

（前年度比）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

135
億
円
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト
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防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
何
台
設
置
す
る
の
か
。

　
３
駅
出
入
口
周
辺
に
各
２

台
。
新
し
い
村
・
ぐ
る
る
宮
代
・

は
ら
っ
パ
ー
ク
に
各
３
台
の
合

計
19
台
を
予
定
し
て
い
る
。

　
百
間
・
和
戸
地
下
道
改
善

工
事
の
内
容
は
。

　
壁
の
塗
替
え
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
交
換
。
子
ど
も
た
ち
の

協
力
で
、
絵
の
展
示
が
で
き
る

よ
う
な
改
修
を
行
う
予
定
。

　
自
転
車
対
策
事
業
（
駐
輪

場
）
の
費
用
対
効
果
は
。

　

委
託
料
の
高
騰
や
利
用
者

減
に
よ
り
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が

非
常
に
悪
く
、
採
算
面
・
費
用

対
効
果
で
は
プ
ラ
ス
で
は
な
い
。

　
生
ご
み
処
理
容
器
の
補
助

金
の
対
象
は
。

　
電
気
式
処
理
機
、
コ
ン
ポ

ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
処
理
容
器
で
あ
る
。

　
和
戸
の
残
土
に
町
が
１
億

円
以
上
負
担
す
る
と
の
報
道
が

あ
る
。
草
刈
り
の
累
計
額
は
。

　
約
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
移
住
定
住
サ
イ
ト
の
更
新

頻
度
を
増
や
し
て
は
。

　
最
新
の
情
報
へ
更
新
す
る

よ
う
努
め
る
。

　
Ｏ
Ａ
管
理
事
業
に
よ
る
町

民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
事
務
効
率

化
の
内
容
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

よ
る
本
人
認
証
に
よ
り
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
行
政
手
続
き
メ
ニ
ュ
ー

を
拡
充
し
利
便
性
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ

る
事
務
業
務
の
効
率
化
を
推
進
。

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　
便
利
バ
ス
が
走
る
事
業
で
、

交
通
需
要
調
査
と
あ
る
が
。

　
高
齢
化
、
循
環
バ
ス
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を

検
討
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　
庁
舎
等
管
理
事
業
の
電
話

交
換
機
工
事
と
は
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
住
民
対
応
の
た
め
、

町
へ
の
全
て
の
電
話
を
録
音
で

き
る
よ
う
な
機
械
を
設
置
す
る
。

総
務・財
政

生
活・環
境

OA 機器で、行政サービスの向上を！

和戸の残土の山に多額の税金投入は、いつまで続くのか？

主な使いみち
防犯活動事業 1,784万円

交通安全対策事業 1,433万円

防災コミュニティ促進事業 232万円

減量推進事業 991万円

空き家対策事業 87万円

主な使いみち
OA 管理事業 2億7,169万円

戸籍住民基本台帳管理事業 5,195万円

便利バスが走る事業 6,953万円

納税推進事業 1,121万円

町政 70 周年記念事業 98万円

便
利
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

●令和７年度一般会計予算

3 2025年（令和７年）３月定例議会



　
新
し
い
村
魅
力
ア
ッ
プ
プ

ラ
ン
の
概
略
設
計
に
基
づ
く
施

設
改
修
の
詳
細
は
。
ま
た
指
定

管
理
料
の
修
繕
費
の
内
容
は
。

　
新
し
い
村
の
育
苗
施
設
の

隣
に
あ
る
、
農
業
用
機
械
の
格

納
庫
の
外
壁
の
改
修
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
指
定
管
理
料

の
修
繕
費
に
つ
い
て
は
、
森
の

市
場
「
結
」
の
デ
ッ
キ
の
床
の

修
繕
、
台
風
や
強
風
に
よ
り
倒

木
の
恐
れ
の
あ
る
樹
木
の
剪
定

な
ど
を
行
う
。

　
東
武
動
物
公
園
駅
東
口
周

辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
現
在
は
電
柱
地
中
化
の
設

計
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
駅

前
広
場
整
備
事
業
で
は
補
助

の
対
象
と
な
る
。
物
件
保
障
や

用
地
買
収
も
進
め
ら
れ
、
対
象

用
地
件
数
は
８
件
と
な
っ
て

い
る
。
取
得
面
積
に
つ
い
て

は
２
０
８
６
㎡
で
、
残
り
は

１
０
２
９
㎡
に
な
る
。
事
業
の

完
成
予
定
は
令
和
10
年
を
目
指

し
て
い
る
。

　
産
前
産
後
家
事
・
育
児
サ…

ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業
の
産
後

ケ
ア
の
内
容
を
伺
う
。

　
助
産
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
で
の
産
後
ケ
ア
と
し
て
、
宿

泊
型
・
訪
問
型
の
支
援
を
利
用

し
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
、
帯
状

疱
疹
予
防
接
種
が
定
期
接
種
化

に
な
る
。
６
８
５
万
円
の
委
託

料
に
お
け
る
対
象
人
数
と
受
診

想
定
人
数
は
。

　
対
象
人
数
は
２
３
５
２
人

新
し
い
村
の
機
能
強
化
と
魅
力
ア
ッ
プ
を

で
、
そ
の
40
％
の
方
に
対
し
て

１
件
当
た
り
、
４
０
０
０
円
を

助
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
予
算
が

減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
と
申

し
込
み
の
条
件
は
。

　
直
近
３
年
間
の
実
績
を
勘

案
し
て
減
額
。
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
、
２
級
、
３
級
の
方
と

４
級
の
う
ち
下
肢
に
障
害
が
あ

る
方
。
ま
た
、
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
、
精
神
障

害
者
手
帳
１
級
、
２
級
の
方
。

保
健・福
祉

建
設・観
光

子育てから健康支援まで支援する保健センター

魅力アップへ施設改修を行う新しい村

主な使いみち
東武動物公園駅東口周辺整備事業 3億1,007万円

東武動物公園駅西口周辺整備事業 1,333万円

都市計画道路整備事業 2億4,087万円

新しい村管理運営事業 4,563万円

農業生産基盤推進事業 8,974万円

主な使いみち
保健予防事業 1億3,989万円

こども医療費支給事業 1億4,441万円

こども家庭センター事業 1,160万円

障害者地域生活支援事業 4,071万円

福祉医療センター運営事業  4,912万円

子
育
て
世
帯
へ
切
れ
目
な
い
相
談
支
援
を
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
端

末
購
入
費
が
１
億
７
１
３
２
万

円
と
あ
る
が
、
内
容
は
。
ま
た
、

前
回
の
購
入
分
の
追
加
購
入
分

に
つ
い
て
も
伺
う
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
は
、

児
童
生
徒
が
２
２
８
２
台
、
予

備
機
で
３
４
２
台
、
教
職
員
向

け
に
２
１
０
台
の
購
入
を
予
定

し
て
い
る
。
前
回
購
入
分
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
の
増
加
に

よ
り
、
90
台
を
追
加
し
て
購
入

し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
適
正
配
置
事
業

の
中
で
、
須
賀
小
学
校
再
整
備

に
向
け
た
整
備
推
進
委
員
会
の

開
催
と
あ
る
が
、
内
容
は
。

　
整
備
推
進
委
員
会
は
、
小

中
学
校
の
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

区
自
治
会
代
表
、
学
童
保
育
所

関
係
者
、
地
域
の
活
動
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
施
設
の
設
計
、

工
事
中
の
安
全
管
理
、
開
設
後

の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
う

も
の
。

教
育・文
化

新たに複合施設として期待される須賀小学校

主な使いみち
小中学校適正配置事業 1億3,988万円

ＩＣＴ教育推進事業 2億307万円

教育支援センター運営事業 646万円

学校給食運営管理事業 3億5,718万円

生涯スポーツ振興事業 176万円

ス
ム
ー
ズ
な
端
末
更
新
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

①
学
校
給
食
の
無
償

化
を
進
め
る
べ
き
。
②

町
民
の
所
得
は
増
え
な

い
中
、
都
市
計
画
税
な

ど
の
町
民
負
担
は
重
い
。

③
自
主
的
に
避
難
で
き

な
い
避
難
行
動
要
支
援

者
の
体
制
を
早
く
作
る

こ
と
。
④
77
歳
の
お
祝

い
品
の
廃
止
は
問
題
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
行

政
手
続
き
の
拡
充
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
、
病
児
保
育
の

広
域
協
定
に
よ
る
対
象

年
齢
や
日
時
拡
大
、
小

中
学
校
外
壁
改
修
や
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
新
な
ど
を

評
価
し
賛
成
す
る
。

福
澤 

和
美 

議
員

賛
成
討
論
討
論

業
務
効
率
化
の
た
め

高
額
な
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
ま
た
職
員
を
増

員
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

超
過
勤
務
手
当
の
上
昇

が
止
ま
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
町
民
生
活
が
苦
し

い
中
、
町
政
70
周
年
事

業
と
町
長
報
酬
増
は
論

外
。

佐
藤 
将
行 
議
員

い
じ
め
問
題
調
査
委

員
会
設
置
や
学
校
教
室

の
リ
フ
ォ
ー
ム
。出
産・

子
育
て
応
援
給
付
金
な

ど
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
子
育
て
、
教
育
に
予

算
を
確
保
し
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
し
賛
成

す
る
。

小
島 

あ
け
み 

議
員

賛
成
討
論
討
論

給
食
費
の
無
償
化
と

い
う
税
負
担
化
に
し
な

か
っ
た
こ
と
を
評
価
。

令
和
７
年
度
の
給
食
費

は
３
億
５
７
１
８
万
円

で
、
保
護
者
の
負
担
は

そ
の
う
ち
の
食
材
の
一

部
の
み
で
あ
る
。
町
の

財
政
を
考
え
税
負
担
し

な
か
っ
た
こ
と
に
賛
成
。

野
原 

洋
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

反
対
討
論
討
論

反
対
討
論
討
論

住
民
課
で
は
書
か
な

い
窓
口
、
農
業
分
野
で

は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
、
教
育

分
野
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
用
端
末
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
）
切
り
替
え
や

小
中
学
校
の
外
壁
改
修

な
ど
、
幅
広
く
予
算
化

さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
。

鈴
木 

次
男 

議
員

賛
成
討
論
討
論
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南圏域

北圏域

宮東

中島

川端東
姫
宮

東中

金原
姫宮西原

山﨑逆井 道佛

宮代
笠原
中央

本田
学園台

東粂原

西粂原
須賀

和戸
国納

宮代台

和戸・国納

百間

須賀
百間

特別会計予算

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設

高
齢
者
の
方
の
相
談
窓
口
を
北
圏
域
と
南
圏
域
の
２
拠
点
に

介
護
保
険

〈
賛
成
10
、
反
対
３
で
可
決
〉

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
日
常
生
活
へ
の
支
援
、
安
心
と
安

全
の
確
保
及
び
健
康
づ
く
り
の
推
進
な

ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

を
図
る
た
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）
を
２

か
所
に
増
設
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
南
圏

域
と
北
圏
域
の
委
託
料
の
違
い
は
。

　
初
期
費
用
も
含
め
北
と
南
に
差
は

な
い
。

　
地
域
生
活
自
立
支
援
の
大
幅
な
減

額
の
理
由
は
。

　
物
価
高
騰
に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
及
び
、
対
象
者
の
見
直
し
を
し

た
。

40
歳
に
な
る
と
医
療
保
険
か
ら

強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
介
護
保
険

を
65
歳
以
上
の
方
で
実
際
に
使
っ

て
い
る
方
は
2
割
程
度
で
、
８
割 

は
使
っ
て
い
な
い
。
宮
代
町
の
高

齢
者
の
利
用
者
は
14
％
で
、
事
実 

上
被
保
険
者
の
払
い
損
で
あ
り
、 

不
公
平
な
制
度
に
反
対
す
る
。

野
原 

洋
子 

議
員

反
対
討
論
討
論

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

進
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
２
拠
点

実
現
や
、
需
要
が
増
え
て
い
る
福
祉

有
償
運
送
の
運
転
者
講
習
会
の
委

託
料
な
ど
、
適
切
な
介
護
給
付
、
予

防
の
予
算
を
確
認
。
介
護
現
場
の
支

援
策
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論
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会計区分 令和 7年度予算

国民健康
保険 33 億 2,071 万円

介護保険 34 億 3,473 万円

後期高齢者
医療 7 億 1,805 万円

水道事業 19 億 9,241 万円

下水道事業 16 億 6,061 万円

後
期
高
齢
者
医
療

〈
賛
成
10
、
反
対
３
で
可
決
〉

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
対
応
を
心
掛

け
、
医
療
の
大
切
な
財
源
で
あ
る
保
険

料
の
適
切
な
徴
収
に
取
り
組
み
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
、
き

め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

　
後
期
高
齢
者
医
療
と
健
康
づ
く
り 

の
事
業
の
一
般
会
計
と
の
違
い
は
。

　
今
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
に
対
し

て
重
症
化
予
防
事
業
、
口
腔
健
康
事
業

な
ど
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
等
の
一

体
的
な
実
施
を
行
う
。

国
民
健
康
保
険

〈
賛
成
9
、
反
対
4
で
可
決
〉

今
年
度
は
、
町
国
保
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
県
国
保
運
営
方
針
に
示

さ
れ
た
令
和
８
年
度
ま
で
の
赤
字
解
消

に
向
け
た
国
保
税
率
等
の
見
直
し
を
行

い
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
赤
字
補

填
分
）
を
削
減
し
ま
す
。
更
な
る
医
療
費

の
適
正
化
、
特
定
検
診
等
実
施
率
向
上
、

公
費
獲
得
に
向
け
取
組
を
進
め
ま
す
。

物
価
が
高
騰
し
、
年
金
が
実
質
的

に
減
少
し
て
い
る
中
で
、
今
年
度
か

ら
の
値
上
げ
は
、
国
保
加
入
者
の
生

活
を
一
層
追
い
詰
め
る
冷
た
い
仕

打
ち
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら

に
令
和
８
年
度
も
値
上
げ
す
る
と

の
こ
と
な
の
で
、
賛
成
で
き
な
い
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

水
道
事
業

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給

の
た
め
、
令
和
５
年
度
に
始
ま
っ
た
宮

東
配
水
場
第
２
配
水
池
の
築
造
工
事
を

引
き
続
き
行
い
、
令
和
７
年
度
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
老
朽
管
更
新
計
画
に

基
づ
き
、
配
水
管
を
耐
震
性
の
高
い
管

に
入
れ
替
え
ま
す
。

下
水
道
事
業

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
等

の
水
質
保
全
た
め
、
下
水
道
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化

す
る
下
水
道
施
設
は
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
更
新
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　
路
面
復
旧
工
事
費
３
０
０
万
円
の

積
算
は
。

　
突
発
的
な
水
道
の
水
漏
れ
な
ど
に

よ
る
路
面
復
旧
で
あ
り
、
前
年
度
の
実

績
と
同
等
。

宮東配水場第 2 配水池

水
道
の
安
定
供
給
を
行
う
た
め
、

老
朽
管
更
新
計
画
や
、
宮
東
配
水
場

第
二
配
水
池
の
築
造
工
事
を
引
き

続
き
行
い
、
耐
震
化
率
向
上
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
賛
成
す
る
。

川
野 

武
志 

議
員

賛
成
討
論
討
論

宮
代
町
の
水
道
料
金
は
、
県
内
で

高
い
ほ
う
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
末

の
利
益
剰
余
金
が
約
２
億
２
千
万

円
も
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
財
源
を

活
用
し
、
せ
め
て
県
平
均
ま
で
引
き

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論
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タ
ー
進
修
館
及
び
ス
キ 

ッ
プ
広
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
３
月
31

日
満
了
期
間
を
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
１
年

間
短
縮
す
る
も
の
。

特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
指
定
の

取
消
し
の
申
出
が
あ
り

指
定
管
理
者
の
指
定
の

取
消
し
を
決
定
し
た
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

歳
入
歳
出
予
算
か
ら 

１
億
８
３
７
３
万
円
を
減 

額
し
、
総
額
を
１
４
４
億 

５
０
０
０
万
円
に
補
正
。

主
な
内
容
は
、
①
職

員
人
件
費
で
は
、
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
給
与

改
定
及
び
職
員
の
勤
務

実
績
見
込
み
額
の
確
定

＝
５
３
１
６
万
円
。
②

普
通
交
付
税(

臨
時
財

政
対
策
債
償
還)

の
減

債
基
金
へ
の
積
立
＝

４
７
３
３
万
円
。
③
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

実
績
に
よ
る
給
付
費
の

増
額
＝
１
８
４
８
万
円
。

④
公
定
価
格
改
定
の
引

き
上
げ
に
よ
る
宮
東
保

育
園
運
営
委
託
料
の
増

額
＝
８
６
５
万
円
な
ど
。

指
定
管
理
者
の

指
定
期
間
の
変
更

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

は
大
丈
夫
か
。

　
室
内
機
、
室
外
機
は

夏
休
み
の
前
ま
で
に
終

え
る
予
定
。
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
（
高
圧
受
変
電
設

備
）
の
方
は
、
工
期
に

間
に
合
う
よ
う
業
者
と

調
整
し
て
い
く
。

　
２
階
部
分
も
含
め
て

設
置
個
所
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
今
回
設
置
す
る
の
は
、

１
階
の
フ
ロ
ア
の
部
分

の
み
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

ト
空
調
方
式
の
４
つ
の

方
式
が
あ
り
、
最
終
的

に
対
流
式
空
調
方
式
に

し
た
。

　
対
流
式
空
調
方
式
を

採
用
し
た
理
由
は
。

　
空
調
の
性
能
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
、
電
気
代
な

ど
を
比
較
検
討
し
て
決

め
た
。

　
履
行
期
限
10
月
31
日

小
中
学
校
体
育
館

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

主
な
質
疑

　

空
調
に
は
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。

　

対
流
式
空
調
方
式
、

輻
射
パ
ネ
ル
併
用
空
調

方
式
、
置
換
型
空
調
方

式
、
据
え
置
き
型
ス
ポ
ッ

小
中
学
校
の
体
育
館
へ

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
の
契
約
締
結

請負契約・補正予算・指定管理・人事

山 

妙
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

今
回
は
１
階
部
分
の

み
だ
が
、
今
後
２
階
も

防
災
避
難
施
設
と
し
て
、

役
割
が
果
た
せ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
え
る
と
の

こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

避難所となる体育館へエアコンが設置される

小学校体育館エアコン設置工事

中学校体育館エアコン設置工事

●施工箇所　�百間小学校・東小学校・
笠原小学校

●履行期限　令和７年 10 月 31 日
●請負金額　２億 570 万円
●請負業者　㈱中村工業所宮代営業所

●施工箇所　�百間中学校・前原中学校・
須賀中学校

●履行期限　令和７年 10 月 31 日
●請負金額　２億 3430 万円
●請負業者　㈱中村工業所宮代営業所

人　
事

教
育
委
員
会
教
育
長

　
任
期
は
３
年
。

島
しま

村
むら

 圭
けい

一
いち

 氏

〈
賛
成
12
、反
対
1
で
同
意
〉

人
権
擁
護
委
員

　
任
期
は
３
年
。

武
たけ

井
い

 喜
き

代
よ

美
み

 氏

〈
賛
成
12
、反
対
1
で
同
意
〉
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意見書・決議・請願

泉
伸
一
郎 

議
員

反
対
討
論
討
論

い
き
な
り
の
廃
止
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
よ
り
丁
寧
に
現
場
の
声
を
聴

き
な
が
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
改
善
や

助
成
拡
大
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

丸
藤
栄
一 

議
員

賛
成
討
論
討
論

消
費
税
を
５
％
引
き
下
げ
れ
ば
複

数
税
率
も
な
く
な
り
、
小
規
模
事
業

者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
い
じ
め
の
イ
ン

ボ
イ
ス
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

意見書
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

〈
賛
成
11
、
反
対
２
で
可
決
〉

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
後
の
小
規
模
事
業
者
等
の
苦

境
や
昨
今
の
経
営
を
と
り
ま
く
環
境
に
鑑
み
れ
ば
、

国
の
支
援
措
置
の
拡
充
だ
け
で
は
も
は
や
不
十
分

で
あ
る
。

小
規
模
事
業
者
等
の
経
営
の
持
続
化
や
地
域
経

済
の
活
性
化
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
今
や
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
が
最
良

の
策
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。�
（
要
旨
）

決議
小
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
根
絶
の
た
め
の

対
策
を
強
く
求
め
る
決
議

�

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
第
一
条
に
記
さ
れ

る
通
り
、
い
じ
め
は
、
受
け
た
子
ど
も
の
「
教
育

を
受
け
る
権
利
」
を
傷
つ
け
、
心
身
の
成
長
に
悪

影
響
を
与
え
、
時
に
は
命
の
危
険
に
発
展
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
備
し
、

宮
代
町
か
ら
い
じ
め
を
根
絶
す
る
た
め
の
対
策
を

強
く
求
め
る
。�

（
要
旨
）

佐
藤
將
行 

議
員

賛
成
討
論
討
論

子
ど
も
に
対
し
て
、
人
権
侵
害
は

本
当
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
を
Ｏ
Ｋ
と
い
う
人
は
い
な

い
と
思
う
の
で
、
賛
成
す
る
。

合
川
泰
治 

議
員

賛
成
討
論
討
論

長
期
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
い
じ
め
が
な
い
状
況
が
目

的
で
あ
る
。
い
じ
め
の
な
い
学
校
を

目
指
す
と
い
う
点
に
お
い
て
賛
成
す
る
。

請願当
初
か
ら
お
住
い
の
方
々
の
話
で
は
、
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
高
さ
や

樹
間
は
景
観
上
も
良
か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
周
囲
の
住
宅
や
幼
稚
園

の
中
へ
枯
葉
が
入
り
、
側
溝
の
目
地
を
塞
ぎ
、
掃
い
て
も
掃
い
て
も
枯

葉
が
落
ち
、
北
風
で
住
宅
の
方
へ
寄
り
集
ま
る
始
末
で
あ
る
。

カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
て
っ
ぺ
ん
を
植
木
屋
さ
ん
の
目
か
ら
見
た
高
さ

に
詰
め
、
樹
間
も
枝
は
ら
い
を
お
願
い
す
る
。�

（
要
旨
）

学
園
台
運
動
広
場
の
高
木
に
な
っ
た

カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
の
て
っ
ぺ
ん
を

詰
め
・
剪
定
等
を
求
め
る
請
願

�

〈
賛
成
３
、
反
対
10
で
不
採
択
〉

請願「
議
会
中
継
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
放
映
」
や
「
議
会
に
お
け
る
情
報
端
末

の
使
用
」
に
関
し
て
も
、
未
だ
に
実
施
ど
こ
ろ
か
そ
の
見
通
し
す
ら
聞
こ

え
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
請
願
を
行
う
も
の
で
あ
る
。�

（
要
旨
）

改
め
て
議
会
改
革
特
別
委
員
を
全
員
と

す
る
か
、
ま
た
は
、
委
員
の
選
任
を

や
り
直
す
か
を
求
め
る
請
願
（
要
旨
）

�

〈
賛
成
１
、
反
対
12
で
不
採
択
〉

請願駐
車
場
が
半
年
間
も
の
間
、
不
法
に
占
拠
さ
れ
た
と
い
う
事
実
等
に
つ

い
て
、
町
・
議
会
と
し
て
き
ち
ん
と
確
認
す
べ
き
と
、
今
回
の
請
願
を
行

う
も
の
で
あ
る
。�

（
要
旨
）

進
修
館
駐
車
場
へ
不
法
駐
車
し
た
車
両
等

に
つ
い
て
の
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
る

請
願
（
要
旨
）

�

〈
賛
成
１
、
反
対
12
で
不
採
択
〉
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一般質問項目一覧
丸藤 栄一 議員
❶ 町内の下水道管対策の強化を
❷ 危険な五差路に押しボタン式信号機などの設置を
❸ 新橋通り線の推進を
泉 伸一郎 議員
❶ ＧＩＧＡスクール端末の更新
❷ 自治会の運営補助
❸ 耕作放棄地の対策
❹ 体育館への空調設備設置の進捗

P11

塚村 香織 議員
❶ いじめ・不登校対策事業
❷ 新まちづくり建設課
③ メイドインみやしろの活用を
野原 洋子 議員
❶ 「小さな政府、安い税金」を目指した事務事業評

価をすべきでは
❷ 町内のメガソーラーの開発に規制をかけるべきで

は
❸ 震度７以上の大地震や、予想できない有事が発生

した場合

P12

川野 武志 議員
❶ 災害への備え
❷ 産業系土地利用への転換
❸ 町制施行 70 周年記念事業
鈴木 次男 議員
❶ 魅力ある宮代町の移住・定住促進

P14

土渕 保美 議員
❶ 姫宮駅西口景観整備並びに北春日部方面への延伸
② 新しい村
③ 各グラウンドの雑草等撤去作業とサマータイム導

入
❹ 空き店舗活用事業

 山 妙子 議員
❶ ＰＦＡＳ ( 有機フッ素化合物 ) の人体への影響
❷ 中学校を１校に統合する必要性
❸ ジェンダー重視の避難所を

P15

福澤 和美 議員
❶ 宮代産農産物
② 宮代町の空き家
❸ 規格外の木材や枝木の処理
④ 食品ロス対策
小島 あけみ 議員
❶ ５歳児健診
❷ 認知症施策推進基本計画
③ 感震ブレーカーの普及啓発

P16

金子 正志 議員
① 経営戦略会議
② コロナ後の事業所
❸ 公共施設マネジメント計画
❹ 総合病院
⑤ 合併に関する意識調査

P17

一般質問とは、各議員が町の政策に対し、そ
の執行の状況や将来の方針などについて報告を
求めたり、政策的提言や行政の課題などを執行
者に直接質問することです。

ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくは
QR コードより録画配信をご覧ください。

町町のの考え考えをを問う問う！！

佐藤 将行 議員
❶ ＭＣＡサポートセンター問題
❷ 山崎アーチェリー場問題
❸ 町の提出する資料や保有する情報 
④ 町の行う事業
合川 泰治 議員
❶ 商店街の街路灯が消えないようにしたい
❷ 新しい村の発展を目指して
③ 若者の意見をまちづくりに
④ いじめのない学校を目指して

P13

一般質問は２月 25日、26日、27日
の３日間で行いました。
※項目一覧の順番は抽選順です。
※�白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙面

の都合により掲載できなかったものです。
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一般質問ダイジェスト

端末の更新と処理の適切な取組を

危険な五差路にボタン式信号機を

周
辺
の
住
民
か
ら

「
横
断
す
る
の
に
命
が

け
」「
危
険
で
足
が
す
く

ん
で
し
ま
う
」
と
い
う

声
に
対
し
、
改
善
策
は
。

町
民
生
活
課
長

い
ま
だ
利
用
者
に
は

不
便
を
か
け
て
い
る
交

差
点
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
信
号
機
や
横

断
歩
道
の
設
置
は
、
住

民
の
声
と
し
て
警
察
へ

伝
え
て
い
く
。

新
橋
通
り
線
の
推
進
を

新
橋
通
り
線
は
、
一

住民の声として警察へ伝えていく

向
に
進
ん
で
い
な
い
。

周
辺
の
住
民
か
ら
も
心

配
の
声
が
あ
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

令
和
７
年
１
月
31
日

現
在
の
道
路
用
地
の
取

得
率
は
約
24
％
。
早
急

に
整
備
さ
れ
る
よ
う
、

埼
玉
県
、
杉
戸
県
土
整

備
事
務
所
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

１
月
28
日
の
八
潮
市

で
起
き
た
大
規
模
な
道

路
陥
没
事
故
で
、
国
土

交
通
省
は
再
発
を
防
ぐ

た
め
緊
急
点
検
を
要
請

し
た
が
、
当
町
の
下
水

道
管
の
管
理
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

町
管
理
の
汚
水
の
下

水
道
管
は
約
１
１
２
・ 

５
㎞
で
、
口
径
は
20
㎝

～
１
ｍ
、
深
さ
は
最
大

で
約
10
ｍ
。
緊
急
点
検

の
対
象
施
設
は
な
い
が
、

硫
化
水
素
ガ
ス
※
が
た

ま
り
腐
食
し
や
す
い
箇

所
が
７
か
所
あ
り
、
点

検
を
行
っ
た
が
問
題
は

な
か
っ
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル…

端
末
更
新
の
取
組
は
。

教
育
推
進
課
長

県
の
共
同
調
達
会
議

の
最
低
ス
ペ
ッ
ク
基
準

を
上
回
る
端
末
を
調
達

し
た
い
た
め
、
町
独
自

で
の
調
達
を
予
定
し
て

い
る
。
端
末
の
処
理
に

つ
い
て
は
デ
ー
タ
の
漏ろ

う

洩え
い

が
起
き
な
い
よ
う
適

切
な
処
理
を
進
め
る
。

自
治
会
運
営
の
課
題

自
治
会
運
営
の
課
題…

と
解
決
へ
の
取
組
は
。

町
民
生
活
課
長

会
員
の
高
齢
化
と
減

少
、
役
員
の
な
り
手
不

足
な
ど
課
題
は
多
い
。

訪
問
事
業
を
続
け
な
が

ら
課
題
解
決
に
努
め
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
負
担
軽
減
と
対
面

に
よ
る
安
心
感
の
あ
る

支
援
を
進
め
て
い
く
。

耕
作
放
棄
地
対
策

耕
作
放
棄
地
の
状
況

と
解
消
へ
の
取
組
は
。

産
業
観
光
課
長

耕
作
放
棄
地
は
農
業

者
の
高
齢
化
や
農
業
人

口
の
減
少
な
ど
で
全
国

的
に
増
加
。
当
町
で
は

平
成
24
年
度
か
ら
、
約

４
㌶
を
超
え
る
解
消
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

体
育
館
へ
の
空
調
設

備
設
置
の
進
捗
は
。

教
育
推
進
課
長

緊
防
債
※
を
活
用
し

た
事
業
と
し
て
一
般
競

争
入
札
で
業
者
と
契
約
。

工
期
は
10
月
末
日
と
し

早
期
の
完
成
を
目
指
す
。

危ない！押しボタン式信号機や横断歩道が必要

町独自の調達と適切な処理を実施

学校現場に負担を掛けないような端末の配布を

※硫化水素ガスとは　�下水道に流れる汚水に含まれるし尿や洗剤などから硫化水素が発生する。管の内壁に付着している細菌の働き
によって酸化し、液体の硫酸となって管が腐食し、強度を失うことで破損の原因となる。

丸
がんどう
藤 栄

えいいち
一 議員

 泉
いずみ
 伸
しんいちろう
一郎 議員

※緊防債とは  緊急防災減災事業債。地方公共団体が防災や減災対策を行うための地方債です。
11 2025年（令和７年）３月定例議会



一般質問ダイジェスト

小中学校入学時の引継ぎ対応は
相談内容の引継ぎは行っている

入学時は保護者と相談し、児童生徒の適切な対応を

事務事業評価で減税を目指しては
見直しと軌道修正をしている

家族で支えあう近居世帯の固定資産税減免はどうか

入
学
時
に
つ
ま
ず
く…

と
、
後
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
が
、
対
応
は
。

教
育
推
進
課
長

幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
中
学
校
間
の
連
絡
会

を
開
催
し
て
い
る
。
就

学
相
談
の
情
報
は
保
護

者
の
了
承
の
も
と
引
継

ぎ
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
12
月
時
点

の
小
中
長
期
欠
席
者
は

87
名
（
不
登
校
53
名
）。

学
校
か
ら
放
置
さ
れ
る

状
況
が
な
い
よ
う
求
め

る
が
そ
の
現
状
は
。

教
育
長

担
任
は
状
況
を
把
握

し
て
い
る
が
、
先
に
進

め
な
い
事
も
あ
る
。
勉

強
の
機
会
を
持
て
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

保
護
者
が
孤
立
し
な

い
よ
う
に
、
学
校
外
で

相
談
が
で
き
る
心
理
・

福
祉
な
ど
の
相
談
先
の

情
報
発
信
、
窓
口
職
員

の
共
通
認
識
を
。

教
育
推
進
課
長

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
課
窓
口
な
ど
、
相
談

で
き
る
場
所
の
情
報
発

信
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

道
路
草
刈
り
の
拡
充

新
ま
ち
づ
く
り
建
設

課
の
職
員
構
成
と
住
民

が
ス
マ
ホ
で
草
刈
り
要

望
で
き
る
仕
組
み
は
。

総
務
課
長

迅
速
に
対
応
す
る
た

め
２
名
増
員
予
定
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
通
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定
。

事
務
事
業
評
価
で

「
小
さ
な
政
府
、
安
い

税
金
」
を
目
指
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長

実
行
計
画
事
業
は
、

毎
年
度
上
期
下
期
の
２

回
成
果
を
確
認
し
、
見

直
し
と
軌
道
修
正
を
し

て
い
る
。

不
公
平
な
非
課
税
世

帯
の
給
付
や
介
護
保
険

事
業
よ
り
も
、
家
族
の

近
居
移
住
の
場
合
の
固

定
資
産
の
減
免
は
。

町
長

一
定
の
方
に
特
別
な

施
策
を
出
す
の
は
難
し

い
が
、
新
た
な
人
を
呼

び
込
む
手
法
と
し
て
念

頭
に
お
く
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
規
制
を

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の

爆
発
火
災
が
日
本
中
で

多
発
。
規
制
は
。

環
境
資
源
課
長

太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
関
す
る
規
制
や

事
故
対
策
は
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
対
策

さ
れ
て
い
る
。
設
置
者

に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

遵
守
徹
底
を
、
呼
び
か

け
て
い
く
。

予
想
で
き
な
い
大
災
害
時

発
災
か
ら
３
日
間
は

町
の
救
助
は
難
し
い
と

の
こ
と
。
共
助
で
あ
る

自
主
防
災
会
加
入
の
取

り
組
み
は
。

町
民
生
活
課
長

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
を
活
用
し
、

若
い
世
代
に
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

塚
つかむら
村 香

かおり
織 議員

野
のはら
原 洋

ようこ
子 議員
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一般質問ダイジェスト

アーチェリー場は条例違反では？
長期間の条例違反放置を認める

町長はついに、条例違反を認める。

商店会街路灯への補助金拡充を
令和７年度の予算に計上した

商店会の灯りはまちの希望

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
に

お
け
る
様
々
な
問
題
に

つ
き
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
推
進
課
長

条
例
違
反
の
状
況
を

長
き
に
わ
た
り
黙
認
・

放
置
し
て
い
た
こ
と
で
、

町
民
の
信
頼
・
信
用
を

損
ね
た
。
今
後
、
多
岐

に
渡
る
問
題
点
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
。

町
長

私
が
町
長
に
な
っ
て

か
ら
も
、
長
期
間
の
条

例
違
反
と
認
め
る
。　

進
修
館
駐
車
場
に
お

け
る
半
年
間
不
法
駐
車

問
題
に
つ
き
、
不
法
駐

車
者
に
対
し
近
隣
相
場

相
当
額
の
請
求
を
一
度

も
行
わ
な
い
の
か
。

町
民
生
活
課
長

行
っ
て
い
な
い
。

町
が
有
す
る
損
害
賠

償
請
求
権
を
行
使
し
な

い
と
い
う
判
断
。
こ
れ

は
地
方
自
治
法
違
反
で

は
な
い
の
か
。

町
民
生
活
課
長

金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、

損
害
賠
償
請
求
を
し
な

い
と
判
断
し
た
。

町
長

損
害
賠
償
に
値
し
な

い
と
判
断
し
た
。

情
報
公
開
手
続
き
を

見
直
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
以
前
か
ら
条
例
違

反
の
通
達
と
指
摘
し
て

い
た
も
の
を
白
紙
に
し

た
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長

前
の
運
用
は
白
紙
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
た

だ
い
て
結
構
で
あ
る
。

電
気
料
金
の
高
騰
や

商
店
会
員
数
の
減
少
で

会
員
の
負
担
が
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
灯
り
が
消
え
て
し
ま

う
。
補
助
金
の
拡
充
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

街
路
灯
１
基
あ
た
り

の
補
助
上
限
額
を
４
千

円
か
ら
５
千
円
に
、
ま

た
商
店
会
な
ど
へ
の
上

限
額
を
年
間
10
万
円
か

ら
20
万
円
と
し
て
令
和

７
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。

新
し
い
村
の
未
来

新
た
な
機
能
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
。

観
光
産
業
課
長

多
機
能
ト
イ
レ
や
授

乳
室
な
ど
の
併
設
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
新

た
な
加
工
施
設
を
整
備

し
、
商
品
の
開
発
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

森
の
市
場
結
で
は
、

売
り
場
面
積
の
拡
充
や

導
線
の
見
直
し
、
商
品

陳
列
棚
の
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
を
行
う
予
定
。

森
の
カ
フ
ェ
で
は
、

厨
房
を
含
め
た
店
舗
面

積
や
座
席
の
拡
充
を
考

え
て
い
る
。

ア
グ
リ
部
門
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
肥
料

散
布
や
薬
剤
散
布
な
ど

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践

が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
は
、
芝
生
広
場

で
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
利

用
の
実
証
実
験
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

佐
さとう
藤 将

まさゆき
行 議員

合
あいかわ
川 泰

たいじ
治 議員
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一般質問ダイジェスト

国の防災基本計画改定ポイントは
情報収集手段の強化や資機材確保

１月 25 日に実施した、町職員による避難所運営訓練

魅力ある宮代町の移住・定住促進を
町の魅力を発信していきたい

笠原小学校は、宮代町にとって移住の魅力だ！

国
の
計
画
改
定
を
受

け
た
町
の
対
応
は
。

町
民
生
活
課
長

内
容
を
再
検
証
し
、

今
年
度
か
ら
資
機
材
な

ど
を
中
心
に
見
直
し
に

着
手
す
る
。

災
害
派
遣
で
得
た
経

験
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

と
実
践
は
。

町
民
生
活
課
長

現
実
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
た
め
、

協
議
会
や
出
前
講
座
を

通
じ
、
地
区
で
講
演
な

ど
を
行
っ
た
。

農
用
地
区
域
か
ら
産

業
系
の
土
地
利
用
へ

検
討
状
況
や
関
係
地

権
者
の
反
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

道
路
条
件
な
ど
が
整

っ
た
エ
リ
ア
を
中
心
に

声
が
け
を
し
て
い
る
が
、

地
権
者
は
前
向
き
だ
と

感
じ
て
い
る
。

す
で
に
企
業
と
話
を

し
て
い
る
エ
リ
ア
も
数

か
所
あ
る
。

企
業
誘
致
に
関
す
る

体
制
強
化
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

県
か
ら
専
門
知
識
を

有
す
る
技
術
職
の
派
遣

を
受
け
、
課
を
独
立
さ

せ
、
体
制
強
化
を
図
る
。

町
制
70
周
年
記
念

ふ
さ
わ
し
い
町
民
ま

つ
り
な
ど
の
実
施
は
。

町
民
生
活
課
長

実
行
委
員
の
皆
様
に

町
制
70
周
年
で
あ
る
旨

を
伝
え
、
ふ
さ
わ
し
い

企
画
を
集
う
。

人
口
の
減
少
は
、
町…

政
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長

人
口
減
少
は
税
収
減

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

や
高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
増
に
つ
な
が

る
。
運
営
面
だ
け
で
な

く
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
の
縮
小
、
公
共
交
通

の
縮
小
撤
退
、空
き
家・

空
き
店
舗
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
な
ど

ま
ち
の
活
力
喪
失
も
懸

念
さ
れ
る
。

移
住
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、
ど
こ
に
魅
力

を
感
じ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
と
、
の
ん
び
り
し
た

雰
囲
気
が
両
立
し
て
い

る
。
人
と
の
近
い
距
離

感
、
顔
の
見
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
残
っ
て
い

る
こ
と
、
近
隣
に
大
き

な
公
園
や
総
合
病
院
・

温
泉
施
設
・
商
業
施
設

な
ど
生
活
に
便
利
な
施

設
が
あ
る
な
ど
。

定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
を

考
え
る
と
日
頃
か
ら
の

政
策
が
重
要
だ
と
思
う

が
町
の
考
え
は
。

町
長

住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
安

心
し
て
居
ら
れ
る
場
所

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
療
問
題
も
含
め
て
、

充
実
し
た
環
境
と
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
高

め
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

川
かわの
野 武

たけし
志 議員

鈴
すずき
木 次

つぎお
男 議員
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一般質問ダイジェスト

姫宮駅西口景観整備と今後は
市民活動が出来る環境を目指す

参加者の協力できれいになった姫宮駅西口ロータリー

中学校を一校にする必要はあるか
状況の変化を踏まえながら検証

一校の場合通学路の安全対策やいじめの逃げ場がない

統
合
に
は
課
題
が
多

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
推
進
課
長

令
和
９
年
度
か
ら
の

再
検
証
を
予
定
。
再
検

証
に
あ
た
っ
て
は
、
最

新
の
児
童
生
徒
数
の
動

向
や
教
育
を
と
り
ま
く

制
度
な
ど
の
状
況
の
変

化
や
、
指
摘
さ
れ
た
懸

念
も
踏
ま
え
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
）※
の
影
響

町
の
考
え
と
循
環
型

ト
イ
レ
の
導
入
へ
の
影

響
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

町
の
水
道
は
、
県
水

と
地
下
水
を
原
水
と
し

て
供
給
し
て
い
る
。

水
質
検
査
の
結
果
は
、

全
て
測
定
限
界
で
あ
り
、

暫
定
目
標
値
の
十
分
の

一
未
満
で
あ
る
。
循
環

型
ト
イ
レ
の
開
発
者
か

ら
は
「
処
理
水
に
よ
る

人
体
へ
の
影
響
は
な

い
」
と
聞
い
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
重
視
の

避
難
所
運
営

誰
で
も
安
全
な
避
難

所
に
な
る
よ
う
な
工
夫

は
。町

民
生
活
課
長

来
年
度
、
く
ら
し
安

全
課
が
設
置
さ
れ
、
危

機
管
理
対
応
に
対
す
る

強
化
を
行
う
。
各
施
設

管
理
者
と
協
議
を
進
め
、

安
心
安
全
な
避
難
所
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
い
く
。

今
回
の
景
観
整
備
で

感
じ
た
事
や
今
後
の
町

の
展
開
は
。
ま
た
北
春

日
部
方
面
へ
の
延
伸
の

進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

土
曜
日
の
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
元
の

区
長
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
、

皆
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
楽
し
く
活
動
で
き
た
。

今
後
の
展
開
は
市
民

が
集
い
、
市
民
活
動
を

行
え
る
環
境
を
目
指
す
。

延
伸
路
線
に
つ
い
て
は

町
の
発
展
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
今
後
も
春

日
部
市
や
区
画
整
理
組

合
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
事
業
を
推
進
す
る
。

空
き
店
舗
活
用
事
業

一
部
地
域
で
活
用
さ

れ
て
い
る
事
業
だ
が
、

地
元
商
工
業
・
宮
代
町

そ
し
て
少
子
高
齢
化
が

進
む
地
域
住
民
の
た
め

に
も
必
要
な
事
業
と
し

て
の
今
後
の
展
開
は
。

産
業
観
光
課
長

補
助
金
の
対
象
地
域

を
東
武
動
物
公
園
駅
・

姫
宮
駅
・
和
戸
駅
周
辺

な
ど
の
市
街
化
区
域
に

も
対
象
を
広
げ
、
町
の

創
業
な
ど
促
進
サ
イ
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
や
商
工
会
員

へ
の
案
内
な
ど
を
実
施

し
、
補
助
事
業
の
活
用

促
進
に
向
け
た
周
知
を

す
る
。

土
つちぶち
渕 保

やすみ
美 議員

まるやま
山 妙

たえこ
子 議員

※ PFAS とは  有機フッ素化合物のことで、分解されにくく、環境中に長く残留する。
15 2025年（令和７年）３月定例議会



一般質問ダイジェスト

５歳児健診の実施を！

宮代産農産物への支援と今後は�
生産消費共に盛り上げていきたい�

地産地消！宮代の農産物を応援しよう！

実施体制の構築に向け準備する

５歳児健診は、発達障害の早期発見にもつながる

い
ち
ご
や
ブ
ロ
ッ
コ…

リ
ー
、
と
う
も
ろ
こ
し

な
ど
新
た
な
町
の
特
産

物
と
し
て
支
援
し
Ｐ
Ｒ

す
る
考
え
は
。

産
業
観
光
課
長

い
ち
ご
栽
培
を
目
指

す
新
規
就
農
者
や
法
人

誘
致
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
と
う

も
ろ
こ
し
は
現
在
も
多

く
の
生
産
者
が
栽
培
出

荷
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
町
の
特
産
物
と
な
る

よ
う
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

白
岡
市
に
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
が
オ
ー
プ
ン

予
定
だ
が
当
町
の
企
業

連
携
な
ど
の
考
え
は
。

産
業
観
光
課
長

東
武
鉄
道
や
東
武
動

物
公
園
な
ど
と
連
携
し

多
く
の
集
客
が
見
込
め

る
事
業
展
開
を
考
え
て

い
く
。

規
格
外
の
枝
木
処
理

現
在
の
処
理
施
設
に

加
え
て
近
隣
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
も
直

接
搬
入
の
対
応
は
。

環
境
資
源
課
長

要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
検
討
が
必
要
。
令

和
８
年
度
末
で
久
喜
宮

代
衛
生
組
合
が
解
散
す

る
。
９
年
度
以
降
に
町

が
実
施
主
体
と
な
っ
た

際
、
久
喜
市
新
ご
み
処

理
施
設
の
受
け
入
れ
要

件
や
様
々
な
処
理
ル
ー

ト
の
比
較
検
討
を
す
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

福
ふくざわ
澤 和

かずみ
美 議員

子
ど
も
の
特
性
を
把は

握あ
く

し
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

５
歳
児
健
診
は
大
事
で

あ
る
。
実
施
に
向
け
て

の
町
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長

重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
従
事
者

の
確
保
に
課
題
が
あ
る
。

実
施
に
向
け
て
の
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

新
し
い
認
知
症
観　

認
知
症
施
策
基
本
計…

画
の
策
定
と
、
新
し
い

認
知
症
観
の
理
解
促
進

に
対
す
る
町
の
考
え
を

伺
う
。

健
康
介
護
課
長

「
み
や
し
ろ
健
康
福

祉
プ
ラ
ン
高
齢
者
編
」

と
一
体
化
し
た
計
画
策

定
を
、
令
和
８
年
度
に

予
定
し
て
い
る
。
認
知

症
の
人
や
家
族
の
声
を

取
り
入
れ
、
学
校
教
育

に
お
い
て
も
、
新
し
い

認
知
症
観
の
理
解
を
深

め
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

「
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
」
へ
の

町
長
の
見
解
は
。

町
長

町
の
将
来
像
と
し

て
「
高
齢
者
の
尊
厳
が

守
ら
れ
、
自
分
ら
し

く
、
い
き
い
き
と
生
き

る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い

る
。
地
域
で
の
支
え
合

い
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
こじま
島 あけみ 議員

16みやしろ議会だより No.134



一般質問ダイジェスト

①
第
８
次
埼
玉
県
地

域
保
健
医
療
計
画
の
基

準
病
床
数
、
必
要
病
床

数
は
。
②
県
地
域
保
健

医
療
計
画
に
基
づ
く
病

床
数
の
内
容
は
。

健
康
介
護
課
長

①
必
要
病
床
数
は
、

地
域
の
医
療
需
要
か
ら

病
床
の
必
要
量
を
定
め

て
い
る
。
宮
代
町
の
属

す
る
利
根
保
健
医
療

圏
の
基
準
病
床
数
は

４
９
０
６
床
、
必
要
病

床
数
４
６
３
０
床
。

②
第
８
次
計
画
（
令
和

６
年
度
～
11
年
度
）
で

は
埼
玉
県
か
ら
病
床
の

認
可
を
受
け
て
い
る

病
床
が
４
６
５
１
床

で
、
必
要
病
床
数
の

４
６
３
０
床
を
上
回
っ

て
い
る
。
新
た
に
整
備

可
能
と
な
る
公
募
は
現

状
で
は
な
い
。

公
共
施
設
の
更
新

公
共
施
設
の
更
新
需

要
額
は
。
①
コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
較
し
て
資
材
、

人
件
費
、
金
利
は
。
②

必
要
な
予
算
は
。
③
長

期
計
画
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
が
。

企
画
財
政
課
長

①
資
材
は
約
33
％
、 

人
件
費
は
16
％ 
の
上

昇
、
金
利
は
長
期
プ
ラ

イ
ム
レ
ー
ト
で
見
る
と

２
倍
。
②
公
共
施
設
と

イ
ン
フ
ラ
資
産
の
更
新

需
要
も
約
２
割
か
ら
３

割
の
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
。
③
住
民
ニ
ー
ズ
と

町
の
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

総合病院を望む声は多いが
新たに整備可能となる公募はない
第８次埼玉県地域保健医療計画
必要病床数 4,630 床　認可病床数 4,651 床（必要数を上回る）

公共施設及びインフラ資産の更新総額
平成 23年（2011 年）５０年間で約６５４億円
　（建物施設２４０億円、道路・橋・水道等４１４億円）

令和３年（2021 年）　４０年間で約７４９億円
　（建物施設２７４億円、道路・橋・水道等４７５億円）

※資材高、人件費高、金利高の影響で更新総額を３割高と
　見込むと、約９７４億円と町民負担は膨大となる。

年平均負担額は 43％増と大幅に増えている。さらに…

金
かねこ
子 正

ただし
志 議員

議会改革に向けてスタート！

田
た
島
じま
 正
まさのり
徳 議長

宮
代
町
議
会
議
員
選�

挙
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、

議
会
構
成
と
し
て
１
期

２
期
の
議
員
が
６
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
議
会
ハ�

ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例

を
い
ち
早
く
制
定
し
、

議
員
に
よ
る
職
員
・
議

員
な
ど
に
対
し
て
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
を
目

指
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
、
新

た
に
議
会
改
革
を
進
め

る
た
め
に
、
議
会
改
革

特
別
委
員
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

取
手
市
総
務
部
情
報
管

理
課
長
の
岩
﨑
弘
宜
氏

（
議
会
事
務
局
歴
27
年
、

現
在
、
長
野
県
千
曲
市・

諏
訪
市
の
議
会
改
革
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
迎
え

助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
町
議
会
の
改
革
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

今
年
度
の
第
一
目
標�

と
し
て
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
進
め
る
為
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
を
考
え
て
参
り
ま
す
。�

従
来
の
紙
ベ
ー
ス
で
の

大
量
書
類
を
廃
止
し
、

効
率
的
な
議
会
運
営
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
さ

ら
に
議
員
と
し
て
議
会

を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
に
、
今
以
上
に
基
本

的
な
事
を
徹
底
す
る
た

め
に
、
研
修
会
な
ど
を

実
施
し
て
個
々
の
議
員

と
し
て
の
資
質
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

今
後
も
住
民
代
表
と
し

て
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

今年も素敵な桜景色です。
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議案に対する各議員の賛否
議

案

番

号

議　　案 主な内容

議

決

結

果

無会派 公明党 令和新風の会 議 

長６人 ２人 ５人
佐
藤　
将
行

丸
藤　
栄
一

山　
妙
子

福
澤　
和
美

野
原　
洋
子

金
子　
正
志

小
島
あ
け
み

泉　
伸
一
郎

鈴
木　
次
男

合
川　
泰
治

塚
村　
香
織

土
渕　
保
美

川
野　
武
志

田
島　
正
徳

3 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例

法律改正に伴い、関係条例を整
理したうえで制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

4 職員の給与に関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準
に関する条例の一部を改正する条例 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

5 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

6 町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 職員の給与改定に伴う、条例改正 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
7 教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 職員の給与改定に伴う、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

8 職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休日及
び休暇に関する条例の一部を改正する条例 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

9 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
10 都市公園条例の一部を改正する条例 法律変更に伴う条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

11 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部
を改正する条例 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

12 家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例

法律改正により設備・運営基準改
正が行われたことに伴う条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

13 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例

法律改正により設備・運営基準改
正が行われたことに伴う条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

14 指定管理者の指定の期間の変更 ☞ P8 可決 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
15 工事請負契約の締結（小学校） ☞ P8 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
16 工事請負契約の締結（中学校） ☞ P8 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
17 町道路線の認定 宅地造成に伴い、新たに町道を認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
18 教育委員会教育長の任命につき同意を求めること ☞ P8 同意 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
19 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること ☞ P8 同意 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

20 令和 6 年度一般会計補正予算（第 5 号） 人事院勧告による給与改定・普通
交付税の追加交付等に伴う補正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

21 令和 6 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号）
特別会計から 867 万 4000 円を
減額し、総額を 35 億 9626 万
円とする

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

22 令和 6 年度介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
国からの交付金によるグループ
ホーム内防災設備修繕と職員給
与の改定

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

23 令和 6 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号） 特別会計から 707 万を減額して
総額を 7 億 1789 万円とする 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

24 令和 6 年度水道事業会計補正予算（第 3 号） 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
25 令和 6 年度下水道事業会計補正予算（第 2 号） 人事院勧告に伴い、条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
26 令和 7 年度一般会計予算 ☞ P2 〜５ 可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
27 令和 7 年度国民健康保険特別会計予算 ☞ P7 可決 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
28 令和 7 年度介護保険特別会計予算 ☞ P6 可決 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
29 令和 7 年度後期高齢者医療特別会計予算 ☞ P7 可決 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
30 令和 7 年度水道事業会計予算 ☞ P7 可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
31 令和 7 年度下水道事業会計予算 ☞ P7 可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
議
員
議
案

第
2
号

議会ハラスメント根絶条例の一部を改正する条例 公の施設の指定管理従事職員を本
条例の対象とするための条例改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

議
員
議
案

第
3
号

議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 法律改正・政令公布に伴う条例
改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

意見1 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意
見書 ☞ P9 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 −

決議1 小中学校におけるいじめ根絶のための対策を強く求める決議案 ☞ P9 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −
請願2 学園台運動広場の高木剪定等を求める請願 ( 要旨 ) ☞ P9 不採択 〇 〇 ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● −

請願3 議会改革特別委員会の委員を議員全員とするか、若しくは委
員の選任を改めてやり直すことを求める請願 ( 要旨 ) ☞ P9 不採択 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● −

請願4 進修館駐車場長期不法駐車問題についての事実関係の調査を
求める請願 ( 要旨 ) ☞ P9 不採択 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● −

○賛成　●反対　−議長は表決に加わらない
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市・町の共同事業

一部事務組合の令和 7年度予算

久喜宮代衛生組合久喜宮代衛生組合
28 億 6,657 万円（前年比 8.9％減）

▶構成　久喜市・宮代町の１市１町
▶主な収入
　負担金 23 億 1,197 万円
　（宮代町は 4 億 206 万円）
▶主な支出
　塵芥処理費（ごみ処理料）
　　　　 16 億 2,114 万円

北本地区衛生組合北本地区衛生組合
2 億 9,890 万円（前年比 3.3％増）

▶構成　�鴻巣市・北本市・吉見町・宮代町の２市２町
▶主な収入
　負担金 2 億 8,000 万円
　（宮代町は 4,301 万円）
▶主な支出
　し尿処理費（し尿処理料）
　　　　   2 億 2,151 万円

埼玉東部消防組合埼玉東部消防組合
83 億 4,000 万円（前年比 3.5％増）

▶構成　�加須市、久喜市、幸手市、白岡市、宮代町、
杉戸町、の４市２町

▶主な収入
　負担金 62 億 2,061 万円
　（宮代町は 5 億 4,187 万円）
▶主な支出
　常備消防費　58 億 5,431 万円
　常備消防施設費　22 億 6,896 万円

広域利根斎場組合広域利根斎場組合
3 億 1,000 万円（前年比 7.2％増）

▶構成　�加須市・久喜市・幸手市・宮代町の３市１町
▶主な収入
　負担金 1 億 5,100 万円
　（宮代町は 1,262 万円）
　施設使用料　1 億 342 万円
▶主な支出
　斎場管理委託料　１億 1,776 万円
　需用費（燃料など）6,931 万円

令
和
６
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
佐
藤
将
行
議
員
の
一
般
質

問
の
発
言
に
よ
り
、
風
評
被
害
を

受
け
た
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
る

請
願
が
可
決
。
令
和
６
年
12
月
20

日
、
令
和
７
年
１
月
14
日
の
２
回

に
わ
た
り
事
実
確
認
の
調
査
を

行
っ
た
。

佐
藤
議
員
に
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、

誰
か
ら
聞
い
た
の
か
覚
え
て
い
な

い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
請
願
者
か

ら
は
、
令
和
３
年
３
月
の
当
該
車

両
引
き
取
り
時
ま
で
車
の
所
有
者

が
関
係
者
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

は
、
進
修
館
の
職
員
は
誰
も
知
ら

な
い
状
況
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
佐
藤
議
員
か
ら
、
役

場
の
職
員
も
か
な
り
前
に
知
っ
て

い
た
と
言
う
発
言
が
あ
っ
た
た

め
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３

年
３
月
に
町
民
生
活
課
で
進
修
館

を
担
当
し
て
い
た
職
員
３
人
に
令

和
７
年
１
月
８
日
に
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
し
た
。
同
時
期
に
車
両

の
持
ち
主
が
当
時
の
指
定
管
理

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
の
息
子

さ
ん
の
同
級
生
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
か
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
全
員
が
認
識
し
て
い
な

い
と
回
答
。
令
和
３
年
４
月
４
日

以
降
に
当
時
は
町
民
の
佐
藤
さ
ん

か
ら
聞
か
さ
れ
て
進
修
館
の
渡
辺

さ
ん
に
確
認
し
、
そ
の
時
に
レ
ッ

カ
ー
移
動
の
際
に
認
識
し
た
と
聞

い
た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
に
至
り
、

佐
藤
将
行
議
員
の
発
言
内
容
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
か
つ
明
確
な
根

拠
の
な
い
発
言
と
認
め
、
請
願
人

の
信
頼
回
復
の
た
め
に
、
該
当
部

分
の
会
議
録
、
録
画
中
継
の
修
正
、

議
会
だ
よ
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
お
詫
び
文
の
掲
載
な
ど
の
措

置
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

請
願
者
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
Ａ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
町
民
の
皆
様
に
不
確
実

な
情
報
を
お
伝
え
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
宮
代
町
議
会
と
し
て
、
謹

ん
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び

久
喜
宮
代
衛
生
組
合
議
会

運
営
委
員
会
を
２
回
無
断
欠

席
し
た
こ
と
に
よ
り
、
佐
藤

将
行
議
員
が
辞
職
し
た
。

後
任
は
福
澤
和
美
議
員
が

選
任
さ
れ
た
。

お
知
ら
せ
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再生紙を
使用して
います。
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編
集
後
記

令
和
7
年
度
の
予
算
も
決
ま

り
新
し
い
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
4
ペ
ー
ジ
削
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
以
上
に

充
実
し
た
紙
面
に
な
る
よ
う
に
、

広
報
委
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。　

�

（
鈴
木
）

広
報
委
員

委
員
長　

泉　

伸
一
郎

副
委
員
長　

佐
藤　

将
行

委

員　

丸
藤　

栄
一

委

員　

野
原　

洋
子

委

員　

鈴
木　

次
男

私
は
宮
代
町
に
生
ま
れ 

育
ち
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

仕
事
は
建
築
板
金
屋
と
し

て
地
元
密
着
型
建
設
業
経

営
を
営
ん
で
い
ま
す
。
近

年
よ
く
聞
く
話
し
で
す
が
、

子
供
た
ち
は
町
外
に
家
を

建
て
て
住
ん
で
い
る
の
で

自
分
達
が
生
活
で
き
る
間

だ
け
住
め
る
よ
う
に
と
、

修
繕
工
事
を
依
頼
さ
れ
る

現
場
が
多
く
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。

何
故
で
し
ょ
う
か
？
確

か
に
町
は
細
長
く
、
東
武
鉄

道
駅
を
３
駅
持
ち
な
が
ら

有
効
活
用
で
き
て
な
い
、
道

路
は
細
く
そ
し
て
行
き
止

ま
り
の
道
路
が
多
い
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
こ
れ
は
、
ど

の
市
町
村
で
も
抱
え
る
問

題
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
と

言
う
社
会
問
題
で
す
。
若

い
世
代
が
い
か
に
住
み
続

け
ら
れ
る
の
か
？
そ
し
て

ど
の
様
に
子
育
て
世
代
を

取
り
込
ん
で
い
け
る
か
が

大
事
に
な
っ
て
来
る
事
で

し
ょ
う
。
こ
の
町
に
は
東
武

動
物
公
園
や
進
修
館
を
は

じ
め
良
い
所
が
沢
山
有
り

ま
す
。
災
害
も
少
な
く
、
自

然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
医

療
、
福
祉
、
教
育
環
境
も
整

い
と
て
も
住
み
や
す
い
町

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
っ
と
こ
の
町
自
体
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
若
い
子
育
て
世
帯
を

取
り
込
み
住
み
続
け
て
頂

け
る
よ
う
に
出
来
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

の 声町民町民町民

金
かねこ

子 朝
あさお

雄 さん
（須賀）

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
６月議会の予定は６月議会の予定は

５５月月2929日（木） 日（木） 午前10 時開会午前10 時開会

場所　議場場所　議場（進修館小ホール）（進修館小ホール）
一般質問は６月 3 日㈫・4 日㈬・5 日㈭一般質問は６月 3 日㈫・4 日㈬・5 日㈭

第 33 回 町民と議員との議会懇談会

開催日 5月10日土
午前10時～12時

場　所 宮代町立図書館ホール

入
学
式
の
写
真
紹
介

４
月
９
日
（
水
）
に
宮
代
町
で
は

小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
賀
小
36
名
、
百
間
小
56
名
、
東
小

56
名
、
笠
原
小
68
名
、
合
計
２
１
６

名
の
子
供
た
ち
が
無
事
に
入
学
式
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
、
満
開
の
桜

の
木
の
下
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
だ
け

ど
、
新
し
い
友
達
や
こ
れ
か
ら
始
ま

る
学
校
生
活
に
こ
こ
ろ
弾
ま
せ
て
い

る
姿
は
、
微
笑
ま
し
い
限
り
で
す
。

こ
の
子
た
ち
が
輝
か
し
い
未
来
を

き
り
ひ
ら
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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